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天 狗 巣 病 桐 樹 葉 の 同 化 澱

粉 転 移 阻 害 に つ い て*†徳重陽山

On the inhibition of translocation of starch in paulownia 

          leaves affected by witches'-broom 

               Yazan Tokushige

前言バイラス罹病植物の同化澱粉が転移せず 葉中に長 く残存している事は普遍的現象の如 く

思われる.古 くか ら我国でも桑萎縮病,11・IL'・1:1)稲萎縮病S)について病葉の同化澱粉残留に関

する報告がある.叉 此の現象の最 も顕著な例は馬鈴薯葉捲病である。2}1・lH`㍉18)本病に罹病

した葉は著しい澱粉 の蓄積の為に,そ の葉緑体内に澱粉が充満 してしばしばこれを破裂さ

せると云 う報 告もある.6)此の外に,モ ザ イク性叉は黄化性のバ イラス病に於ても,病 葉組

織中の同化澱粉転移遅滞現象は広 く認められるところであつて,廿 蕪のモザ イク病葉,7)百

合のモザ イク病葉,10)トマ トのAuccubaモ ザ イク病葉,SandalのSpikedisease病 葉,17)

煙草のモザ イク病葉9)等が其の例である.

桐樹天狗巣病はバ イラス性の疾病であつで9・20)病葉の同化澱粉遅滞は予想 され る処であ

る.試 みに,早 朝に於ける健葉及び病葉の同化濃粉に対し沃度反応を行つた.そ の結果,

病葉は陽性健葉は陰性であつた.本 実験は'年 中で最 も代謝作用の盛んな8月 上旬に,昼

間同化合成された澱粉が,夜 間何時頃か ら消失し始めるかと云 う事を,健 病葉について観

察 した.

実 験材 料 及び方 法

観察の対象は九大農学部植物園内に植えてある,10年 生の健病桐樹である.頂 葉 より2

葉 目を若葉,頂 葉より5葉 目を老葉 として,夫 々の葉より処定の時間毎に直径1cmの 穿

孔器によつて4枚 ずつの葉片円板を打抜き,80%の アルコール中で葉緑素を抜き,自 変

した葉片円板を順次保存し,採 葉操作の終 了後に全部を沃度沃度加里液中に浸 し,暫 時水

洗 し,肉 眼により比較した・比較の規準は葉の呈色の度 合を4級 に分け,(茶 褐色)一,

(淡黒色)十,(黒 色)十 十,(濃 黒色)十 十十,と した.採 葉は8月 上旬の晴天の日を選

び,日 没前の午後7時 より翌 日の午後5時 まで,2時 間おきに行い合成澱粉の 一昼夜の変

化を観察した.

*九 州大学農学部植物病理学研究室業績.

†本研究にあたり種 々御教示を賜つた吉井教授,佐 藤教授,木 場助教授 に謝意を表する,
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実 験 結 果

観察の結果を表示すれば第1表 の通 りである.

Table 1. Diurnal changes of the synthesized starch of the healthy and the 

        diseased paulownia trees in August.

健葉及び病葉を老若に分けて比較するならば,若 健葉では同化澱粉は午後11時 頃より

減少し始め,午 前3時 には僅かに葉中に澱粉の存在が認められな くなる.午 前11時 頃よ

り再び僅かに澱粉が集積 し始め,午 後1時 より3時 までの間に相当量の澱粉が集積 し,以

後日没前の7時 迄此の状態が継続する.然 るに…方若病葉 では午前5時 頃より,や や減少

の兆が見え,午 前9時 頃から11時 にかけて同化澱粉が可な り減少する期間があるが,結

局消失の時期は認められず,再 び午俵1時 頃より澱粉が集積 し始める.老 健葉では午前1

時頃より減少し始め,午 前7時 より9時 頃にかけて可なり澱粉の減少する時期が認め られ

るが,完 全に消失せずに午前11時 頃より再び澱粉は増加す るようである.老 病葉は午後

11時 頃より減少し始めるようであるが,明 瞭な澱粉の減少を示さない まま翌 日の夕方にな

つてしま うようである.以 上を総括すれば,健 葉に比 して病葉の澱粉転移の速度が非常に

遅 くなつている事は明白であり,葉 の新旧を中心に考えれば,若 葉の方が老葉よりも澱粉

転移の速度が早いと云 う傾向は健葉及び病葉について同様であつた.

考 察

葉に於て同化された炭水化物は,そ れを必要 とする他の組織に転移 されて,一 部は組織

の代謝,薪 生の為に消費され,一 部は貯蔵養分 として枝,幹,根 等に保留される.然 るに

本実験結果では病葉の方が老若葉 ともに同化澱粉転移速慶の遅滞を示 してお り,此 の速度

の低下は炭水化物転移量の減少を意味するものであるから,罹 病桐樹の枝,2D幹,根 等に於

ける炭水化物の減少及び欠乏が予測 され る.実 際,天 狗巣病に罹病 した 一年生の苗及び天
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狗巣病伎について観察を続けると,罹 病 した時より樹勢が衰え,地 上部では脆弱な細枝を

多数出し,根 部では細根が減少し敗腐を起している根 も見出され,此 の様にして一生長期

間を終れば,翌 年は殆ん ど枯死して出芽せず,た とえ出芽しても非常に貧弱で早晩枯死し

て仕舞 うのである.河 村ω)はモザ イク病に感染した百 含の葉中に澱粉の滞積を認め,更 に

病鱗茎の貯蔵澱粉量 が健全鱗茎の1/3に も満たぬことを報告している.従 つて天狗巣病の

感染によつて起る桐樹の枯死の原因 としては,葉 部に於ける呼吸量の増加,21・22・23)光合成作

用の減少劉の外に夏に今 一つの原因として同化澱粉転移障害を加えたい と思 う.

葉中の澱粉滞積についての原因は,馬 鈴薯の葉捲病では飾部の壊死が挙げられている.5)

けれ ども澱粉滞 績現象は籠部の壊死前に既に起つていると云 う観察の結果もあつて,6)飾部

の壊死が重要な原因であるに違いないが,そ れが総てとは云いきれない.更 に叉,萎 縮性,

モザ イク性,黄 化性のバイラス病葉では 葉中に 同化澱粉遅滞現象が起つているにも拘 らず

飾部の壊死は起つていないのである.此 の事は桐の天狗巣病に於ても同様であつて,此 等

の滞積現象は更に別の原因が関与している可能性が大である.然 しそれについての考察は

今後の実験結果を待つて行 う事にする.

摘 要

天狗巣病に感染 した 桐樹葉の 同化澱粉滞積現象について1954年8月 上句に行つた観察

の結果を報告す る,実 験方法は日没後 より始めて2時 間おきに健葉及び病葉を採取 して,

同化澱粉移動の日変化を沃度沃度加里液によつて検出した.

1.若 健葉中の同化澱粉は午後11時 頃より減少し始め,午 前5時 頃 より午前9時 まで

全 く葉中に澱粉反応が認め られず,午 前11時 頃 より再び同化澱粉が葉中に出現 してくる.

砦葉中 の同化澱粉は午前5時 頃 より減少し始め,午 前9時 より11時 までの間僅少となる

が,完 全消失の時期は認められない.

2.老 健葉中の同化澱粉は午前1時 頃 より減少し始め,午 前7時 より9時 までの間僅少

となるが,完 全消失を見ずに11時 頃より再び増加する.老 病葉中の同化澱粉は午後9時

頃 より減少の傾向が認め られるが,そ れ以後は全 く増減の関係が不明瞭である.

以上の実験結 果より病葉は健葉 より同化澱粉転移の作用が著しく鈍つている事は明白で

あ り,本 作用の低下を天狗巣病桐樹の枯死原因の一つとして考察した.
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 Resume 

 The purpose of this paper is to indicate the causes of the paulownia 

tree's early death affected by witches'-broom. The experiment was designed 

to compare the diurnal changes of translocation of starch of the diseased leaves 

with that of healthy. The materials were collected twelve times a day at 

every two hours under fine weather in August. The leaf starch was determined 

by the iodine reaction. The results were as follows : 

1. The starch of the young healthy leaves began to decrease at about 11 p.m. 

   and disappeared from 5 a.m. till 9 a.m. and began to reappear at about 

   11 a.m. However, the starch of the young diseased leaves began to decrease 

   at about 5 a.m. and much decreased from 9 a.m. till 11 a.m., though 

   entire disappearance of starch was not observed. 

2. The starch of the young diseased leaves began to decrease at about 1 a.m. 

and much decreased from 7 a.m. till 9 a.m., then without entire disappea-

   rance it began to increase at about 11 a.m. again. While the old diseased 

   leaves showed any remarkable changes of starch content. 

 This apparently indicated that a large part of the starch assimilated in the 

diseased leaves remained without transportation. It seems likely that the death 

of the diseased paulownia tree is promoted in part by this low translocation 

of starch. 

                                             Laboratory of Plant Pathology, 
                                                Faculty of Agriculture, 

                                                Kyushu University


